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あいだ哲学会規約

1. 本会は、あいだ哲学会と称し、事務局を京都大学大学院・人間環境学研究科武田宙也研究室に置く。

2. 本会は、〈あいだ〉への問題意識にもとづく哲学的研究とその発展を目的とする。

3. 本会の会員は、京都大学大学院人間・環境学研究科武田宙也研究室の関係者ならびに委員会の

推薦を受けた者とする。

4. 本会は、次の事業を行う。 

（ ア ）学会誌『あいだ／生成』の刊行。 

（ イ ）研究会、講演会等の開催。 

（ ウ ）その他必要な事業。

5. 本会の運営を遂行するために委員会を設置する。

6. 委員会は、若干名の幹事を委嘱することができる。

7. 規約の改正等の重要事項については、委員会の審議を経て決定する。

『あいだ／生成』投稿規定

1. 投稿資格は原則として会員に限る。

2. 投稿論文の内容は未発表のものに限る。二重投稿は認めない。

3. 原稿の採否は委員会の委嘱を受けた編集委員が審議の上決定する。

4. 掲載された論文の著作権は著者に帰属する。掲載された論文等は原則として電子化し、インター

ネット等を通じて公開する。
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編集後記

『あいだ／生成』第 12号をお届けいたします。

本号では、イタリアの美学者ルイジ・パレイゾ

ン、ウィーンの画家ベルトルト・レフラーによ

る壁画「カール大帝の間」についての論考、計

２編を掲載しております。加えて、昨年出版さ

れました、研究室出身者による刊行物の書評も

寄せられています。異なる時代や分野を扱った

論考が集まりましたので、ぜひご覧ください。

また、今年度から紙媒体での刊行を再開いたし

ました。引き続き、京都大学学術情報リポジ

ト リ 紅（h�ps://repository.kulib.kyoto-u.ac.jp/

dspace/handle/2433/139293) での公開も行いま

す。しばらくは手探りの状態が続きますが、建

設的なご批判など賜れば幸いです。

 （松本理沙）
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